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（ 参 考 ） 泉 ハ イ タ ウ ン 地 区 計 画 の 都 市 計 画 変 更 に 関 す る 新 旧 対 照 表

改 正 後 改 正 前

位 置 秋 田 市 泉 菅 野 一 丁 目 お よ び 二 丁 秋 田 市 泉 字 菅 野 、 字 道 田 、 字
目 釜 ノ 町 、 外 旭 川 字 水 口 、 字 大

畑 地 内
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（ 参 考 ） 山 手 台 地 区 計 画 の 都 市 計 画 変 更 に 関 す る 新 旧 対 照 表

改 正 後 改 正 前

地 建 壁 面 の 位 置 建 築 物 の 外 壁 も し く は こ れ に 建 築 物 の 外 壁 も し く は こ れ に
区 築 の 制 限 代 わ る 柱 の 面 か ら 敷 地 境 界 線 ま 代 わ る 柱 の 面 か ら 敷 地 境 界 線 ま
整 物 で の 距 離 は 、 建 築 基 準 法 施 行 令 で の 距 離 は 、 建 築 基 準 法 施 行 令
備 等 第 １ ３ ５ 条 の ２ ２ に 定 め る 場 合 第 １ ３ ５ 条 の ２ １ に 定 め る 場 合
計 に を 除 き 、 １ ． ０ ｍ 以 上 と す る 。 を 除 き 、 １ ． ０ ｍ 以 上 と す る 。
画 関

す
る
事
項
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（ 参 考 ） 仁 井 田 福 島 地 区 計 画 の 都 市 計 画 変 更 に 関 す る 新 旧 対 照 表

改 正 後 改 正 前

位 置 秋 田 市 仁 井 田 福 島 二 丁 目 、 仁 井 秋 田 市 仁 井 田 福 島 二 丁 目 、 仁 井
田 字 福 島 お よ び 字 猿 田 川 端 な ら 田 字 福 島 お よ び 字 猿 田 川 端 地 内
び に 牛 島 東 七 丁 目 地 内

地 建 壁 面 の 位 置 建 築 物 の 外 壁 も し く は こ れ に 建 築 物 の 外 壁 も し く は こ れ に
区 築 の 制 限 代 わ る 柱 の 面 か ら 敷 地 境 界 線 ま 代 わ る 柱 の 面 か ら 敷 地 境 界 線 ま
整 物 で の 距 離 は 、 建 築 基 準 法 施 行 令 で の 距 離 は 、 建 築 基 準 法 施 行 令
備 等 第 １ ３ ５ 条 の ２ ２ に 定 め る 場 合 第 １ ３ ５ 条 の ２ １ に 定 め る 場 合
計 に を 除 き 、 １ ． ０ ｍ 以 上 と す る 。 を 除 き 、 １ ． ０ ｍ 以 上 と す る 。
画 関

す
る
事
項
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（ 参 考 ） 桜 台 地 区 計 画 の 都 市 計 画 変 更 に 関 す る 新 旧 対 照 表

改 正 後 改 正 前

位 置 秋 田 市 桜 台 一 丁 目 、 二 丁 目 、 三 秋 田 市 桜 台 一 丁 目 、 二 丁 目 、 三
丁 目 、下 北 手 桜 字 桜 、桜 三 丁 目 、 丁 目 、下 北 手 桜 字 桜 、字 小 堤 沢 、
四 丁 目 地 内 字 真 実 ヶ 沢 、 桜 三 丁 目 地 内
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（参考）御所野元町地区計画の都市計画変更に関する新旧対照表

改正後 改正前

Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区

（医療街区）（一般街区） （ﾔﾝｸﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ街区） （医療街区）（一般街区） （ﾔﾝｸﾞﾋﾞﾚｯｼﾞ街区）

地 建 壁 面 の位 建築物の外壁又はこれ 建築物の外壁又はこ 建築物の外壁又はこれ 建築物の外壁又はこ

区 築 置の制限 に代わる柱の面から敷地 れに代わる柱の面から に代わる柱の面から敷地 れに代わる柱の面から

整 物 境界線までの距離は、建 敷地境界線までの距離 境界線までの距離は、建 敷地境界線までの距離

備 等 築基準法施行令第１３５ は、建築基準法施行令 築基準法施行令第１３５ は、建築基準法施行令

計 に 条の２２に定める場合を 第１３５条の２２に定 条の２１に定める場合を 第１３５条の２１に定

画 関 除き、道路側隣地側とも める場合を除き、道路 除き、道路側隣地側とも める場合を除き、道路

す に１．５ｍ以上とする。 側隣地側ともに１．２ に１．５ｍ以上とする。 側隣地側ともに１．２

る ｍ以上とする。 ｍ以上とする。

事

項
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（ 参 考 ） 御 所 野 下 堤 ・ 元 町 地 区 計 画 の 建 築 基 準 法 等 の 改 正 に 伴 う 条 項 対 照 表

改 正 後 改 正 前

地 建 壁 面 の 建 築 物 の 外 壁 又 は こ れ に 代 わ る 建 築 物 の 外 壁 又 は こ れ に 代 わ る
区 築 位 置 の 柱 の 面 か ら 敷 地 境 界 線 ま で の 距 離 柱 の 面 か ら 敷 地 境 界 線 ま で の 距 離
整 物 制 限 は 、 建 築 基 準 法 施 行 令 第 １ ３ ５ 条 は 、 建 築 基 準 法 施 行 令 第 １ ３ ５ 条
備 等 の ２ ２ に 定 め る 場 合 を 除 き 、 道 路 の ２ ２ に 定 め る 場 合 を 除 き 、 道 路
計 に 側 １ ． ５ ｍ 以 上 、 隣 地 側 １ ． ０ ｍ 側 １ ． ５ ｍ 以 上 、 隣 地 側 １ ． ０ ｍ
画 関 以 上 と す る 。 以 上 と す る 。

す
る
事
項
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（参考）御所野地蔵田地区計画の建築基準法等の改正に伴う条項対照表

改正後 改正前

位 置 秋田市御所野地蔵田二丁目、四丁目および五丁目 秋田市御所野地蔵田二丁目、四丁目および五丁目

ならびに四ツ小屋小阿地字狸崎および四ツ小屋末

戸松本字地蔵田地内

地 建 地区 名 Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区

区 築 の 称 （一般街区）（沿道街区） （利便施設街区） （一般街区）（沿道街区） （利便施設街区）

整 物 区分

備 等

計 に 壁面の位 建築物の外壁又はこれ 建築物の外壁又はこ 建築物の外壁又はこれ 建築物の外壁又はこ

画 関 置の制限 に代わる柱の面から敷地 れに代わる柱の面から に代わる柱の面から敷地 れに代わる柱の面から

す 境界線までの距離は、建 敷地境界線までの距離 境界線までの距離は、建 敷地境界線までの距離

る 築基準法施行令第１３５ は、建築基準法施行令 築基準法施行令第１３５ は、建築基準法施行令

事 条の２２に定める場合を 第１３５条の２２に定 条の２１に定める場合を 第１３５条の２１に定

項 除き、道路側１．５ｍ以 める場合を除き、東側 除き、道路側１．５ｍ以 める場合を除き、東側

上、隣地側１．０ｍ以上 道路側５．０ｍ以上、 上、隣地側１．０ｍ以上 道路側５．０ｍ以上、

とする。 その他は１．５ｍ以上 とする。 その他は１．５ｍ以上

とする。 とする。
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（ 参 考 ） 南 ヶ 丘 地 区 計 画 の 都 市 計 画 変 更 に 関 す る 新 旧 対 照 表

改 正 後 改 正 前

位 置 秋 田 市 南 ヶ 丘 一 丁 目 、 二 丁 目 お よ 秋 田 市 上 北 手 百 崎 字 諏 訪 ノ 沢 お よ び
び 三 丁 目 な ら び に 上 北 手 百 崎 字 二 字 二 タ 子 沢 地 内 な ら び に 上 北 手 猿 田
タ 小 沢 地 内 字 四 ツ 小 屋 お よ び 字 苗 代 沢 地 内


